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プログラム開発環境の改善について
秦野和郎@陳 的虎@竹松英夫
Imp:rovement of P:rog:ramming Envi:ronment 
Kazuo HA T ANO， Chen de HU and Hideo T AKEMA TSU 
Recently， we introduc巴da new personal computer PC-9801 VM2. This computer is controlled 
by the MS-DOS operating system. It is the first experience for us to work on the MS-DOS. To 
improve our programming environment， we must develop many utility programs. In this article， 
we introduc巴someuseful utility programs coded by C programming lauguag巴
1. まえ力《き
パーソナノレコンピュータが出現して既に相当な期間が
経過している。この間のノミ ソナノレコンビュータの発展
は目覚しましくハードウェア， ソフトウェア共に初期の
製品とは比較にならない位に高性能化してきている。
筆者らの研究窒では従来16ピットパソコン MULTIl6
を主に使用してきたのであるが数年の頻繁な使用で老朽
化し誤動作が目立つようになってきたので去年 PC-
9801VM2及びPC-98XAを購入した。これに伴なって使
用する OSをCP/M-86から MS-DOSに変更する事に
し7こ。
使用する計算機が変るとそれまで使用してきたプログ
ラムの多くが書き直しになるか或いは手直しを必要とす
る事になる。これは共同利用の大型計算機の場合と伺じ
である。又，従来便利に利用してきた機能が新しい計算
機には備わっていない事もある。このような事情から計
算機の更新はなるべく避けたい。しかし技術革新の激し
い今日，古くて遅い計算機をいつまでも使っているのは
損である。そこで計算機を更新するのであるが，購入後
しばらくの間は実用にならない。
共同利用の大型計算機の場合は更新する前にセンター
職員なり然るべき委員会が導入前に更新による影響を少
しでも少なくするように努力する。しかしパーソナノレコ
ンピュータの場合は不足する機能を自分で補なわなけれ
ばならない。基本ソフトウェアである OSやコンパイラ
を購入してもそれだけでは十分でない。
筆者らは数値計算のアルゴリズムの開発を専業として
いる。開発したアノレコリズムを検証するために専ら
FORTRANでプログラムを1午っている。プログラム開
発を効率的に行うためにはOSやコンパイラの他に種々
なユティリティプログラムが必要である。筆者らは今回
の機種変更に伴なっていくつかのユティリティプ戸グラ
ムを作製している。従来はそのようなユティリティプロ
グラムを FORTRANとアセンフラを使ってい書いてい
たのであるが，そのようにしていては次の機種変更又は
OSの変更時に又大巾な変更を必要とする。そこで今回
は最近とみに評価の高まっている iC言語」で書く事に
した。
本稿では{乍製中のいくつかのュティワティプログラム
について述べる。本文中のプログラムはすべて Micro-
Soft 社のiMS-C V. 4.0Jの仕様に従って作製されてい
る。
2. ソースファイルの番号っき印刷
使用する OSをCP/M-86から MS-DOSIこ変更して
最初に困惑したのはMS-DOSではソースファイノレを番
号っきでディスプレーやプりンタに出力するコマンドが
存在しない事であった。 CP/M-86ではPIPCPeripheral 
Interchange Program)とし、うかなり広い機能を有する
コマンドがある。ファイノレ名が， MAIN，FORなるソ ス
ファイノレを番号つきで表示するには
B>A: PIP CON 二 MAIN，FOR[N]
とすればよい。又，プリンタに出力する際に60行毎にペ
ージ送りをし天地をあけるには
B>A: PIP PRN: =MAIN.FOR[NP] 
とすれはよい。
MS-DOSのもとでソースファイノレを表示するには
B>COPY MAIN.FOR CON 
とするのであるが番号を表示する機能はない。
そこでまず，図 Iに示すような nuprinなるプログラ
ムを作った。これは番号つきで複数個のソースファイノレ
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NUPRIN .BAT 1987 
TYPE NUPRIN .BAT 
SET PATH=C:￥MSC￥BIN 
SET INCLUDE=C:￥MSC￥INCLUDE 
SET LI B=C:￥MSC￥LIB 
SET TMP=C:￥ 
B: 
CHDIR￥NUPRIN 
MSC B:NUPRIN，B:NUPRIN，CON; 
LINK B:NUPRIN，B:NUPRIN; 
B:NUPRIN B:￥NUPRIN￥NUPRIN.C 
10:03:51 16 Jan Fri 
1 : 
2 : 
3: 
4: 
5 : 
6: 
7 : 
8 : 
9 : 
10: 
NUPRIN.C 
1****本**** ** ************************1 
1* Print Files with Number 1- culumn only *1 
1* Usage nuprin filel file2 ... */ 
1***ホ***** **キ***キ*******************!
#include くstdio.h>
#include <time.h> 
1987 10:03:59 16 Jan Fri 
main(argc， argv) 
int argc; 
char *argv[J; 
( inti，j; 
Iong ltime; 
char buff[256J 
FILE *fp; 
bufft[26J; 
for(j=l; j < argc; 
printf("￥n") ; 
for(i = 1; iく 1() ; 
time(&l time) ; 
sprintf(bufft， "%s" ， ctime(&ltime)) ; 
bufft[24J =￥0' ; printf("%s"，buffU; 
for(i = 1; i <6 ; i++) printf(" "); 
printf(" %s￥n￥n"， ar gv [ j J ) ; 
if((fp = fopen(argv[jJ， "r")) == NULL) ( 
printf("￥7￥n Cannot Open File : %s￥n￥n" 
， ar gv [ j J i ; 
continue; 
i = 0 ; 
while((fgets(buff， 255， fp)) != NULLl 
printfC "%5d: %8"， ++i， buff); 
fclose(fp); 
printf(" i + + ) 
j + + ) 
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のtime及び20行自のctimeなる関数はMS-DOSから
臼付及び時刻を受け取り (time)，文字列の形に変換する
(ctime)ものである。将来OSをUNIXに変えるときこ
の部分のみは変更する必要があるかも知れなし、。
nuprin.cの30行自から31行目までがこのプログラム
の主要部である。 fgetsなる関数で、番号をつけbuffに一
行分入力し printfなる関数で、番号をつけて表示する。
最近の殆んどのプリンターではファンフォールド紙の
他にカットシート紙を使用する事ができる。ファンフオ
図 1
を表示するプログラムである。図 1自体がこのプログラ
ムで表示されている。 nuprin. bat及びnupnn.cなる 2
つのソースファイノレを表示するには
B>nuprin nuprin. bat nuprin.c 
と指示する。プリンタに印刷するには
B>nuprin nuprin. bat nuprin.c>PRN 
とする。
指定されたファイノレの表示を開始する時点の日付と時
刻及びファイノレ名を最初に表示する。 nuprin.cの19行目
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ーノレト紙に印刷する場合には左右に幾分かの余白がある
ので紙を切り離した後それを綴る事ができる。しかし，
たとえば筆者らが使用している PC-PR101Lではカット
シート紙に印刷するとき左端ぎりぎりの位置から印字す
るため綴じ代がない。このために COpyコマントのよう
な既製のコマンドでは不都合な事がある。 nuprinでは左
端に綴じ代を作りたければnuprm.cの31行目の%5dを
たとえば%15dに変更すればよい。このような簡単なプ
ログラムでもソースプログラムの形式で持っていると
種々の状況に容易に対応する事ができる。
長いソ スファイノレを印刷し保管しておくには，たと
えば60行毎に改頁し天地をあけると具合がよい。図2iこ
示すpapnnはそのような機能を持つプログラムであ
る。後に示すプログラムはすべてこのプログラムで印刷
している。
以上 2つはCRTディスプレー及び80桁のプリンタへ
の出力を想定したプログラムである。 132桁や136桁のプ
りンタに印刷するのにこれらのプログラムを使うと右半
分が空白になってしまって紙が勿体ない。この場合には
枚に2列印刷するのが合理的である。プログラムのデ
バック中には一度になるべく多くの部分を見うる事が好
ましいのでこの面からも 2列に印刷するのが好ましい。
図3は136桁のプりンタに複数個のソ←スファイノレを
印刷するプログラムである。このプログラムは l行が60
桁を越える行を改行して出力するようにしているため幾
分複雑である。プログラムの大雑把な流れは次のように
なっている。 doprin.cの54行目でまず， buffiにl行入力
する。次に関数copyliを呼び出して buffiの内容を
buffp iこ移す。その際buffiの内容が60字を越えているな
らそれに対応した措置をとる。 buffpに120行分以上入っ
たら関数 oprintを呼び出してプリンタへ出力する。関数
oprintの主な操作部は115行自から128行目までである。
この部分で buffpから buffoに移しながらプりンタへ出
力する。
3.文番号のつけ換え
殆んどのプログラム言語では，名札は文字列である。
アセンフラですら名札は文字列である。従って名札に意
味を持たせる事ができる。しかし FORTRANのみは名
札すなわち，文番号は5桁以内の自然数となっている。
数字であるから意味を持たせる事はできない。文字列で
与えることのできる名札はプログラムを見やすくするの
に役立つ。名札は人がプロクラムを見てわかりやすいよ
うにきめればよいのである。
方， FORTRANの文番号は意味を持たせる事がで
きないのでプログラムをなるべく見やすくするためにど
のように文番号をきめるかについて種々の流儀がある。
たとえば文献イ)では
o READ文に対応する FORMAT文には500から始
まる10間隔の 3桁の数
o WRITE文に対応する FORMAT文には600から
始まる10間隔の 3桁の数
o DO文の端末文は10から始まる10隔の 2桁の数
o GO TO文などでその行に制御が移る文には1から
始まる 1間隔の 1の位が0でない数(通常1桁)
とつけている。
このような原則は100行程度迄のプログラムなら守る
事ができるかも知れないが，一つのプログラム単位が500
行とか1000行以上になると守る事が困難になる。又筆者
らの経験では文番号の桁数は 定になっている方がプロ
グラムをキーインするのに操作しやすい事がわかってい
る。そこで筆者らは文番号を 4桁として第 2欄~第 5欄
に書く事にしている。
文番号は定義される 11厨(第 2~第 5 欄に現われる 11頂)
に 定ずつ大きくなるようにするのがよ L、。て、たらめに
つけると，たとえば， GO TO 1241とあるとき行先はそ
の文の上にあるのか下にあるのかわからない。従って文
番号1241のついている行を始めから終りまでくまなくさ
がさなければならない。 50行程度の長さのプログラムな
らそれでもよ L、が長いプログラムになると大変である。
そこで文番号をたとえば1100から始め10間隔で定義され
る順に大きくなるようにつける。
そのような方針でプログラムを作ってもデノミッグの段
階で，挿入，削除，置き換えをするためにプロクラムが
動くようになった時点では文番号の大小1買が狂ってしま
う。又最初10間隔でつけていた番号も10間隔ではなくな
る。
プログラムが動くようなって答が出れば，それでその
プログラムの寿命は終りとしづ場合はこれでよい。しか
し多くの場合，一旦動くようになったプログラムは将来
役に立つ可能性が大きい。又それを少し変更する事によ
って新しい機能のプログラムが出来る可能性もある。従
って動くようになったプログラムは見易い形にして保存
しておくべきである。そこで筆者らは文番号をつけ換え
るプログラムを作って十数年来使っている。
図4に示すプログラム chgstは図5に示すようなプロ
グラム(SLEQF2A1，OLDという名のファイノレ)を図6に
示すようなプログラム (SLEQF2A1，FORという名のフ
ァイノレに入れる〕に書き換える。図 5と図6とでは文番
号のみが異なる。図 5のプログラムは文番号がて、たらめ
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PAPRIN .BAT 10:05:10 1987 
TYPE PAPRIN_.BAT 
SET PATH=C:￥MSC￥BIN 
SET INCLUDE=C:￥MSC￥INCLUDE 
SET LIB=C:￥MSC￥LIB 
SET TMP=C:￥ 
B: 
CHDIR￥PAPRIN 
MSC B:PAPRIN，B:PAPRIN，CON; 
LINK B:PAPRIN，B:PAPRIN; 
B:PAPRIN B:￥PAPRIN￥PAPRIN.C 
16 Jan Fri 
1 : 
っ・
3: 
4: 
5 : 
6 ; 
8: 
9 : 
10: 
PAPRJN.C 
1********* ** ************************1 1* Print Fil己s with Number 1- culumn only *1 
1* Usage paprin filel file2 ... *1 
1********* ** ************************1 
#include <stdio.h> 
#include くtime.h>
1987 10:05:18 Jan 16 Fri 
main(argc， argv) 
int argc; 
char *argv[]; 
{ int i， i1， j，
10 ng 1 t i me ; 
char buff[256J 
FILE *fp; 
line=O; printf(川￥014")
for(j=l; j < argc; j++) 
if( line <= 63 ) { 
printf("￥n 11 ) ~ 
for(i1 = 1; il 
t i me ( & 1 t i me); 
sprintf(bufft， "%s" ， ctime(&ltime)) ; 
bufft[24J =￥0' ; prinlf("%s"，bufft); 
for(il = 1; il く 6; i1++) printf(" 川)， 
printf(" %s￥n￥n"， argv[j]); line=line+3; 
printf<什");i1++) 
1 i ne; 
bufft[26J; 
10; 
? ???
?
? ?
ー っ
?
、
??
?
】
?
? ?? ??
???
??
??
?、???
? ?
?
、
?
?
ー?
????????????、???
? ， ，
?? ?
?
??
、
??
? ?? ? 、
?
?
???〈??
??
continue; 
、? ?
、 ， っ ?
? ?
?
???
、 ?
?
? ??。
?
?
?
?
」
???
，
?。?
??
?
?
?
??
???
??
?
〉
???
? ?
? ?
???
?? ??
??????
??
? ?
??
????
?
?
?
??
???
，
?
??
???
?
?
?
??
? ? ? ? ????
?
?
、
? ?
?
?
?
、
?
?
? ?
? ??
????
??
??
，?、
?
?
ー
??
?
??
line++ buff) ; ++ 1， %8 1 ~ "%5d: printf( 
図 2
fclose(fp); 
printf("￥n￥n") 
く
NULL) 
il++) printf(" "); 
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Fri Jan 16 10:06:29 1987 DOPRIN .BAT 
1: TYPE DOPRIN .BAT 
2: SET PATH=C:￥MSC￥BIN 
3: SET INCLUDE=C:￥MSC￥INCLUDE 
4: SET LIB=C:￥MSC￥LIB 
5: SET TMP=C:￥ 
6: B: 
7: CHDIR￥DOPRIN 
8: MSC B:DOPRIN，B:DOPRIN，CON; 
9: LINK B:DOPRIN，B:DOPRIN; 
10: B:DOPRIN B:￥DOPRIN￥DOPRIN.C 
Fri Jan 16 10:06:36 1987 DOPRIN.C 
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1* Print Files with Number 2- culumn print ネ/
1* Usage doprin filel file2 ... *1 
1********ネ*ホ**ホ*********************1
#include <stdio.h> 
#include くti me. h > 
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main(argc， argv) 
int argc; 
char *argv[]; 
{ int il， j ， j1 
FILE *fp; 
line=O; init = 0 
fpt = fopen ("PRN" ， "w") ; 
for(j=l; j < argc; j++) { 
spacel() ; 
sprintf<fname2 ， "%s￥n" • a r gv [ j ]) ; 
for(il=O; il<40 ; il++) buffp[line][il]=' '; 
il = 39 ; 
while((buffp[line][il]=fname2[il-39]) !='￥0' ) 
i 1 + + ; 
!ine++; space!(); 
for(il=O ， jl=O ; fname2[ilJ != '￥0' ; il++) 
if(fname2[il] 1= '￥n' ) 
fname2[jl++] = fname2[ilJ 
fname2[jl] = '￥0' ; 
if(j == 1) ( 
il =0 ; 
while((fnamel[il]=fname2[il]) != '￥0' ) 
i 1 ++ ; 
if(!ine >= 120) ( 
oprint() ; !clear() 
if((fp = fopen(argv[j]， "r")) == NULL) { 
spacel() ; 
sprintf(buffi，" Cannot Open File : %s￥n" 
，argv[j]); 
il = 0 ; 
while((buffp[line][ilJ=buffi[il]) != '￥0' ) 
il++ 
line++ ; space!() 
図 3ー l
夫
? ?
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DOPRIN.C 1987 10:07:18 16 Jan Fri 
lclear() 
if(line >= 120) 
oprint() ; 
NULL) 
} 
continue; 
numb = 0 ; 
while((fgets(buffi， 255. fp)) 
numb++; copyl i () ; 
if(line )= 120) ( 
oprint(); lclear() 
fclose(fp) ; 
if(line ) 0) oprint() ; 
fprintf(fpt ， "￥n￥n") ; 
fclose (fpt> ; 
'￥0' buffp[l ine)[l] '￥n' 
spacel() 
( buffp[line][O] 
line++ ; 
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j 1 ++ ) 
j1 
"￥n") 
"￥014￥n") 
fprintf(fpt jl++) 
図 3-2 
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jl + +) 
"%sl! 
i1 = 0 ; 
while((fnamel[il]=fname2[i1J 
i 1 + + ， 
fprintf(fpt 
1 2 ()
して新しいファイノレを作る。
FORTRANが新しい規格， FORTRAN77になり，ブ
ロック IF文を使えるようになって必要な文番号の個数
は激減した。又，紙カ ドの使用からファイノレの使用に
変ってFORTRANのプログラムでも「字下げ」を普通に
行うようになった。そのような事情から chgstなるプロ
グラムの必要性もかなり薄らいで来ている。それでも
FORTRANが使われる限りこのプログラムは有用であ
る。
4. プロットファイルの出力
かつて計算機はカードリ -1jIーからプログラムやデー
タを読み込んで計算しラインプリンタへ結果を出力する
ものであった。しかしXYプロッターやグラブイツクデ
図 3-3 
であるから見にくい。 GOTO 8213という文を見たとき
次はどこへ制御が移るかを知るのに苦労する。この程度
の長さならまだよいが500行程度以上のプログラムにな
ると困ってしまう。図 6では文番号が規則的に並んでい
るので，たとえばGOTO 1170という文を見たとき次に
制御がどこへ行くかを簡単に見い出す事ができる。
図4に示すプログラムて、は文番号をつけ換えるべきプ
ログラムが入っているファイノレのファイノレ名を chgst.c
の25行自で読み取り，文番号をつけ換えたプログラムの
入るファイノレのファイノレ名を27行目で読む。次に29行自
で新たにつけるべき最初の文番号を読み(4桁)31行目
でしべつの間隔で文番号をつけるかを与える(2桁)041 
行目から68行目までは文番号を抽出しそれらを文番号表
noldに登録する。 69行目から7行目までで新しい文番号
表 nnewを作る。79行呂から131行目までで文番号を更新
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CHGST .BAT 
SET 
SET 
SET 
SET 
B: 
CHDIR￥CHGST 
MSC B:CHGST，B:CHGST，CON; 
LINK B:CHGST，B:CHGST ISTACK:20000; 
B:CHGST 
1987 
PATH=C:￥MSC￥BIN 
INCLUDE=C:￥MSC￥INCLUDE 
LIB=C:￥MSC￥LIB 
TMP=C:￥ 
10:09:05 16 Jan Fri 
。 。 ，
??
? ? ? ?
? ? ?
?????
CHGST.C 
1********* ** ****************ホ*******/
1* Change the Statement Numbers (FORTRAN) */ 
1* Usage chgst [-p] */ 
1********* ** ************************1 
#include <stdio.h> 
#include <ctypε. h > 
10:09:14 1987 16 Jan Fri 
main(argc， argv) 
int argc ; 
char *argv [] ; 
{ int nold[2000] ， nn告w[2000] ， i tabp(2] [] 00]; 
int inst ， intv ， ipnl ， ipnO ， kosp ， kosl ， ipn2; 
int il ， i2， numb ， kpl ， ic ， icl ， irl ， exill ; 
int kprin ， line ， kchg ; 
char fi 1芭1(64J ， file2[64] 
char *sl ; 
FILE *fpl ， *fp2 
kprin = 0 ; 
i f (ー -argc > 0 && <*++argv)[O] 
sl = argv[OJ+l ; 
if( *sl == 'p' : 
，jcn[5J buff[82J 
kprin = 
Source Fi le="); 
} 
if((fp2 = fopen(file2， "w")) == NULL) { 
printf("Cannot cr日ateDestination File￥n 11) ， 
break ; 
ー一一一ー一一ーーーーーーーー*1
????
! = NULU 
} 
f 0 r ( ; ; ) { 
printf(" 
s c an f ( "%s " ， f i 1 e 1 ) ; 
printf(" 
s c an f ( "%s " ， f i 1 e 2) ; 
printf("Initial Statement Number(4d)ヱ 11) ; 
scanf("%4d"， &inst); 
printf(" 
scanf("%2d"， &intv); 
if((fpl = fopen(filel， "r")) == 
printf("Missing Source File 
continue ; 
*sl 
Destination File="); 
NULU 
￥n H ) ， 
?
?
?
? ??
、???
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? ， ? ?
?
?????
， ， ?
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?
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i 1 ++ ) 
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= 0 
else { 
εxi t 1 brεak 1 
} 
if( exit1 1 continue 
jcn[ilJ='￥0' ， 
sscanf{jcn ，川%4d"
nold[ipnlJ=numb ; kos1++ 
itabp[1J[kp1J; 
i 1 + + ) 
i 1 
司同ーーー一一ーーーーーーー一一*1
1 i ne = 0 ; 
= i tabp[l][kosp] 
?.ーー
'N' && 
'￥n' ) 
continue 
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continue fp2l 
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break ; 1 
continue 
， &numb); 
ipnl++ ; 
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NULL) 
change the statement numbers 
kosp = 0; rewind( fpl ) ; 
ipnO = i tabp[O] [kosp] ; kos1 
ipn2 = ipnO + kosl ; 
while((fgets(buff， 81， fp1)l 
line++ ; kchg = 0 ; 
if(buff[OJ == 'C') { 
fputs(buff， fp2l 
1* 
i 1 + +) 
exit1 
図4-2 
kpl++) 
kosl = 
kos1 == 0 ) 
fputs (buff， 
i f ( 
? ? ? ? ? ? ? ?
。
????
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? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
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?
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?
i 1 + + ) 
numb) 
i 2 + +) ( 
CHGST.C 
jcn[ilJ =￥0' 
if(ic != 1) 
ifC isdigitCbuff[ic-l]) 
isdigit(buff[ic+4]l 
continue ; 
sscanf(jcn ，"%4d" &numbl 
for (il = ipnO ; il<=ipn2-1 
ipnl = il ; 
if(numb == nold[il]) { 
numb = nnew[ilJ ; 
sprintf(jcn ， "%4d" 
for (i2=0 ; i2<=3 ; 
ic1 = ic +- i2 ; 
buff[icl] = jcn[i2 
198i 10:10:56 16 Jan Fri 
lC += break kchg 3 
} 
fputs(buff ， fp2) ; 
if( kchg && kprin ) 
printf("%5d: %s"， buffl 
} 
fclos己( fpl l; fclose( fp2 ) ; ipnl++ ; 
printf(" Number of -END- statement=χ4d￥n" 
， kosp); 
number=%4d￥n" 
i pn 1 ) ; 
Number of statement 
printf("￥n￥n" ) 
1 i ne 
printf(" 
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しかし PC-FORTRANはそれ自体使いにくい処理系
てー あるし， Pro FORTRAN77用のプロッターノレーチン
も使い易いライブラリではないように思われる。
筆者らは使い易いという事でMicro-Soft社の MS
FORTRANを使っている。 MULTIl6ではVersion3 
13を使っていたがPC-9801に変ってからはVersion 3 
31を使っている。パソコンを変えた時点で OSがCP/
M-86から MS-DOSに変ったがとちらも MS-FORT
RANを使っているのでMULTIl6で作ったFORT
RANのプログラムは全く無修正でPC-9801で動く。
MULTI16で作った FORTRANのプログラムが豊富に
あるので今更日Ijの FORTRAN処理系に切り換える訳に
ゆかないO
MS-FORTRANには図形出力や図形処理に関するラ
イブラリは{可もない。そこでとりあえず最低限必要な図
形出力の機能としてカノレコンフ。仕様のプロッターノレ チ
ンによるプロッタ への出力と CRTディスプレイへの
出力が要求された。
筆者らは先にFM-7用のプロツタ ノレ チンを作製
図4-3 
ィスプレ←の低廉化に伴なって計算結果をグラフ等，図
形の形で出力する事が普及してきた。パソコンは出現当
初から図形出力機能を持つのが当然と考えられていたよ
うである。但しそれはBAS訂ICという{個固々 のノ之ソコン毎
の閉じた処理系の上で
MやMS-DOSのような開いた処理系，すなわち利用者
の意思でソフトウェアを追加してゆけるような環境では
図形出力のような機能は提供されていなかった。必要な
らば利用者自身で構成せねばならなかったのである。
しかし最近その聞の事情が少しずつ変ってきている。
現在発売されている FORTRAN処理系にはGraphic
Libraryを含むか或いは別売りで入手できるものがあ
る。 NEC製の PC-FORTRANにはCRTディスプレー
に面像を出力するライブラリが含まれている。ライフボ
ード社が発売している ProFORTRAN77には別売りの
ライフラリとして GKS仕様の GraphicLibrary，カノレコ
ンフ。仕様のプロッターノレーチンがある。従って図形出力，
図形処理をFORTRANで行う事が以前に較べると非常
に楽になった筈で、ある。
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Fri Jan 16 10:00:55 1987 SLEQF2Al.OLD 
1: C* 
2: C********* SLEQF2 ** SLEQF2Al ********ホ******************ネ**
3: C* * 
4: C* SOLUTION OF SIMULTANUOUS LINEAR EQUATION ホ
5: C* GAUSSIAN ELIMINATION (WITH PARTIAL PIVOTTING) * 
6: C* * 
7: C********* ** *****水************************
8: SUBROUTINE SLEQF2(A，B，N，NDl 
9: IMPLICIT INTEGER*4 (]-Nl 
10: IMPLICIT REAL *4 (A-H，O-Zl 
11: DIMENSION A(ND，20l，B(20) 
12: IF(N.GT.1l GO TO 1207 
13: B(ll=B(ll/A(l，l) 
14: RETURN 
15: 1207 DO 1194 IP=1，N 
16: AMAX=O.OEO 
17: DO 3124 IR=IP，N 
18: IF(ABS(A(IR，IP)).LT.AMAX) GO TO 3422 
19: AMAX=ABS(A(IR，IP)) 
20: IR1=IR 
21: 3422 CONTINUE 
22: 3124 CONTINUE 
23: IFCIP.EQ.IRl) GO TO 2421 
24: DO 1153 IC=IP，N 
25: AMAX=A(]P，IC) 
26: A(IP，IC)=A(IRl，ICl 
27: A(IR1，IC)=AMAX 
28: 1153 CONTINUE 
29: AMAX=B(IPl 
30: B<IPl=BCIRll 
31: B<IRll=AMAX 
32: 2421 IF<IP.EQ.N) GO TO 8213 
33: IP1=IP+l 
34: DO 7269 IR=IP1，N 
35: DEL=A<IR，IP)/A(IP，IPl 
36 : DO 6 5 3 2 1 C = 1 P ，N
37: A ( 1 R， 1 C 1 = A ( 1 R，1 C ) -A ( 1 P，1 C) *DEL 
38: 6532 CONTINUE 
39: BCIRl=B(IRl-BCJP)*DEL 
40: 7269 CONTINUE 
41: 8213 CONTINUE 
42: 1194 CONTINUE 
43: NP1=N+l 
44: DO 6916 IPD=l， N 
45: IP=NPI-IPD 
46: SUM=B(IPl 
47: 1 F C 1 P. EQ. N 1 GO TO 3421 
48: IP1=IP+1 
49 : DO 6 1 2 3 1 C = 1 P 1 ，N 
50: SUM=SUM-A(IP，ICl*B(IC) 
51: 6123 CONTINUE 
52: 3421 B(IP)=SUM/A(IP，IP) 
53: 6916 CCNTINUE 
54: RETURN 
55: END 
図5
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Fri Jan 16 10:01:53 1987 SLEQF2Al.F0R 
1: C* 
2: C********* SLEQF2 ** SLEQF2Al ****************************** 
3: C* * 
4: C* SOLUTION OF SIMULTANUOUS LINEAR EQUATION * 
5: C* GAUSSIAN ELIMINATION (WITH PARTIAL PIVOTTINGl * 
6: C* * 
7: C********* ** *****ホ************************
8: SUBROUTINE SLEQF2(A，B，N，NDl 
9: IMPLICIT INTEGER*4 (I-Nl 
10: IMPLICIT REAL *4 (A-H，O-Zl 
11: DIMENSION A(ND，20l，B(20) 
12: 1 F (N . GT . 1 1 GO TO 1100 
13: B(ll=B(ll/A(I，11 
14: RETURN 
15: 1100 DO 1180 IP=I，N 
16: AMAX=O.OEO 
17: DO 1120 IR=IP，N 
18: IFCABS(A(IR，IPl).LT.AMAXl GO TO 1110 
19: AMAX=ABS(A(IR，IP)) 
20: IR1=IR 
21: 1110 CONTINUE 
22: 1120 CONTINUE 
23: IF<IP.EQ. IRl 1 GO TO 1140 
2.:1: DO 1130 IC=IP，N 
25: AMAX=A(IP，ICi 
26: A(IP，IC)=A(IR1，IC) 
27: A(IR1，IC)=AMAX 
28: 1130 CONTINUE 
29: AMAX=B(IPl 
30: B(IPl=B(IR11 
31: B( IRl )=AMAX 
32: 11.:10 IF(IP.EQ.Nl GO TO 1170 
33: IP1=IP+l 
34: DO 1160 IR=IPl， N 
35: DEL=A( IR， IP)/A( IP， IP) 
36: DO 1150 IC=IP，N 
37: A(IR，ICl=A(IR，IC)ー A(IP， ICHDEL 
38: 1150 CONTINUE 
39; B(IRl=B(]Rl-B(IPl*DEL 
40: 1160 CONTINUE 
41: 1170 CONTINUE 
42: 1180 CONTINUE 
.:13: NP1=N+l 
44 : DO 1210 1 PD= 1 ， N
.:15: IP=NPI-IPD 
46: SUM=B(IPl 
47: IF(IP.EQ.Nl GO TO 1200 
48: IP1=IP+l 
49: DO 1190 IC=IPl，N 
50: SUM=SUM-A(lP，ICl*B(ICl 
51: 1190 CONTINUE 
52: 1200 B(]Pl=SUM/A<IP，IPl 
53 : 1210 CONT 1 NUE 
54: RETURN 
55: END 
図6
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Fri Jan 16 10:12:00 1987 FIPLl6 . BAT 
1: TYPE FIPLI6_.BAT 
2: SET PATH=C:￥MSC￥BIN 
3: SET INCLUDE=C:￥MSC￥INCLUDE 
4: SET LI B=C:￥MSC￥LIB 
5: SET TMP=C:￥ 
6: B: 
7: CHDIR￥FIPLl6 
8: MSC B:FIPL16，B:FJPL16，CON; 
9: LINK B:FIPL16，B:FIPL16; 
1 0: B : F 1 PLl6 
Fri Jan 16 10:12:10 1987 FI PLl6. C 
••••••••••••••..••••••.•••..••••••••••••.•...........••..•••.•••.•••...••.•••.••••••.••.••..•• ????????????????????????
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?
???
，????
?
? ? ? ， ，
??
，?
?
??????
????????????
? ?????
1********* * 1* Plotting of Plotter 
1* Usage fipl16 
1********* * 
#include くstdio.h>
************************1 
File *1 
*1 
*****刻ドホ*****************1
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} 
kcom = buff [OJ; 
swi tch (kcom) ( 
case 'M': 
sscanf(buff，"M%4d，%4d"， &ixl，&iyl); 
ixl = xorg + ixl * factor ; 
iyl = yorg + iyl * factor ; 
fprintf(fpp，" M%4d，%4d￥n"，ixl，iyl); 
break ; 
case 'D': 
sscanf(buff，"D%4d，%4d"， &ixl，&iyll; 
ixl = xorg + ixl * factor ; 
iyl = yorg + iyl * factor ; 
fprintf<fpp，" D%4d，%4d￥n"，ixl，iyl); 
図 7-1 
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spo 1) ; 
FIPLl6. C 
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8spol) ; 
" T%2d￥n" ， 
1987 10:12:54 16 Jan Fri 
buf f) ; 11 %5"， 
fclose(fp); 
fclose(fpp) ; 
?????????
? ? ? ? ? ? ? 。 。
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GRPLl6 . BAT 1987 
TYPE GRPL16 . BAT 
SET PATH=C:￥MSC￥BIN 
SET INCLUDE=C:￥MSC￥INCLUDE 
SET LI B=C:￥MSC￥LIB 
SET TMP=C:￥ 
B: 
CHDIR￥GRPLl6 
MSC B:GRPL16，B:GRPL16，CON; 
LINK B:GRPLI6，B:GRPL16; 
B: GRPLl6 
10:13:38 16 Jan Fri 
1 : 
っ・
3: 
4: 
5 : 
6 : 
7 : 
8: 
9: 
10: 
GRPLl6. C 
***************，永六*******1
*1 
*1 
************************1 
1987 
1********* * 
1* Display of Plotter File 
1* Usage grpl16 
1**ホ****** * 
#include <stdio.h> 
10:13:49 16 Jan Fri 
kp日n
???
????????
???
????
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? ?
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???? ???????
main() 
{ i n t 
for ( ; ; ) ( 
printf("￥n Source File ="); 
scanf("%s"，file); 
if((fp = fop己n( f i 1ε"r")) == NULL) ( 
printf("￥7￥n Missing Source File %s￥n￥n" 
， f i 1 e ) ; 
図 8-1 
continue; 
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NULLl 
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printf(" Factor =け); 
scanf("%f"， &factor); 
conx1 = (639.0/3600.0) * 
cony1 = <399.0/2iOO.0) * 
printf("￥033*￥033= ") ， 
printf("￥033￥OOiinit￥n") ; 
printf("￥033￥OOiscr官官n 3，0，0，1￥n lt) ， 
printf("￥033￥00i1'oI1399，0，1￥n") 
printf("￥033￥OOi1'oll 1，0，1￥n'l) ; 
f 01' ( ; ; ) { 
i f ( ( f g号ts(buff， 82， fp)) == 
printf("￥7￥7￥7￥7￥7H); 
scanf("%sけ， buff); 
factor; 
facto1'; 
bl'eak; 
} 
kcom = buff[OJ; 
swi tch (]{com) { 
case 'M': 
s s c anf (bu f f ，"M%4d ， %4d " ， & i x 1 ， &i y 1 ) ; 
b1'eak ; 
cas色 'D': 
sscanf(buff，"D%4d，%4d"，&ix2，&iy2); 
fxl = conxl * ixl ; 
fyl = 399.0 - conyl * iyl ; 
fx2 = conx1 * ix2 ; 
fy2 = 399.0 - cony1 * iy2 ; 
printf("￥033￥0071ine 川)
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p1'intf("%d，%d，%d，%d，%d，%d￥n" 
，fxl，fYl，fx2，fY2，kpen，0); 
ixl = ix2; iyl = iy2 ; 
break ; 
case 'J' 
sscanf(buff ，"J%ld"， &kpen); 
kpen = (8 - kpenχ8)χ8 ; 
break ; 
default : 
break ; 
} 
fclos色(fp); 
48: 
49: 
50; 
51: 
52 : 
53: 
54: 
55 : 
56: 
57: 
58: 
59: 
60: 
61 : 
6?' 
2 )マイプロット I用コマンドの出力されたファイノレ
すなわちプロットファイノレからコマンドを読み出し
てプロッタ へ出力するプログラム。プロッター上
のどの位置から書き始めるかを指定できる。又，尺
度を指定し縮小して書いたり拡大して書いたりする
事ができる。 MS-FORTRANとマクロアセンフラ
で書かれている。
3 )プロットファイノレからコマンドを呼び出して CRT
ディスプレー上に図形を出力するプログラム。尺度
を指定する事ができる。 MS-FORTRANとマクロ
アセンフラを使って書かれている。
今回 PC-9801に変更するに当って 2)のプログラムと
図 8-2 
しその概要を報告した。この時には富士通製の 8ヒッ
トパソコン， FM-7とグラフテック社のマイプロットジ
ュニアを有効に使うためにカノレコンフc仕様のプロッタ
ノレーチンを FORTRAN-80で作っ t:.o その後，同じ考え
でMULTIl6とマイプロット Iのためにカノレコンブ仕
様のプロッターノレーチンを MS-FORTRANで作ってこ
れまで使用してきた。これは次のような 3つのプログラ
ムから成っている。
1 )PLOT， SYMBOL， NUMBERなどのノレーチンが
呼ばれるとそれに応じたマイフロット I用のコマン
ドを， PLOTSで指定されたファイノレに出力するサ
ブルーチン群。 MS→FORTRANで書かれている。
夫
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3 )のプログラムを「言語CJで書いた。 1)のプログ
ラムはMS-FORTRANのみで、書かれているので無修正
で動いた。従って今回は手を加える必要はなかった。
2 )のプロクラムを図 7に示す。使用しているマイプロ
ット Iはセントロニクスインタ フェース付きであるか
らPRNへ出力すればよい。プロットのファイノレからコ
マンドを読み出してプロッタへ出力するのであるが，位
置，尺度に関連するコマンドは引数の大きさを計算して
計算された値を出力する(Mコマンド， Dコマンド)。文
字の高さを指定するコマント (Sコマンド)も高さを変
えて出力する。
3)のプログラムすなわちプロットファイノレをCRT
ディスプレーへ出力するプログラムを図 8に示す。この
プログラムではカノ プス社の EGR98を使用してい
る。 grpll6を走らせるためにはあらかじめ EGR98を実
行しておかなければならない。
2 )のプログラムすなわち fipll6で書いた例を図 9
に， 3)のプログラムすなわち grpll6でCRTディスプ
レー上に書いて， コピー機能によりプリンタ ヘコピー
した例を図10に示す。
5. むすび
パソコンは優れたプログラム開発環境を提供してくれ
る。標準的な入出力装置についてはOSにほぼ十分な機
的虎・竹松英夫
能が含まれている。従ってその範間内でも有用であるが，
本稿て、述べたような機能を追加する事で更に使い易くな
る。ソ←スファイノレの印刷のような一見つまらないよう
に思われる事でも本稿で紹介したようなユティりティプ
ログラムを{乍ると非常に便利である。
応用によっては十分な機能が備わっていない事はパソ
コンの短所であるが，逆に利用者の負担と努力によって，
よりよい環境を作り出してゆける事はパソコンの長所で
あると思う。今後種々な周辺装置が開発され我々利用者
に提供されると思われる。そのような新しい周辺装置を
有効に生かすには利用者側の努力が不可欠である。
本稿ではいくつかのユティリティプログラムを紹介し
たが筆者らもこれだけて、は十分な環境と思っていない。
今後もこれらを改良し又，種々なプログラムを開発して
ゆく予定である。
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